
ＫＰＹダブルユースガーダー工法を利用した河川内橋梁架け替えの提案（その２） 

－急速施工を必要とする現場で上・下部工の構築を並行して作業する工法－ 
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１．背景 

昨今，地球温暖化の影響もあって台風や集中豪雨により

河川が氾濫し，橋梁が流失する事案が増えている．写真-1

は流出した橋梁跡と仮橋の施工状況の事例である．復旧に

向けてはこの写真からわかるように，まずは仮橋の構築を

行なう．復旧のための橋梁は，仮橋を供用した後に，多様

な検討を経て構築されることが多い．仮橋は，支間長が最

大でも 30m 程度であり，河積阻害率を満たさないことも

多く，河川の流量が多くなれば，また流失する可能性も高

いので，なるべく早く本橋を復旧することは社会的にも取

り組むべき課題であると考えている．

その１1)では，河川内の橋梁架け替

え工事での課題を述べ，同じ架設桁を

用いて旧橋の撤去や下部工の構築に

適用できることを説明した．ここで

は，特に急速施工が求められる復旧の

ための河川内の橋梁構築工事への適

用について述べる．適用する条件とし

て旧橋の撤去はなく，流出した橋梁の

位置に仮橋が架けられた状態での上

部工の復旧について説明する．

２．上・下部工の構築を並行して進め

るために架設桁を利用する工法 

図-1 に流失した橋梁と復旧する橋

梁の側面と平面位置を示す．復旧する

橋梁では支間長を長くし，橋梁のタイ

プは，旧橋と同様のトラスとした．仮

橋の位置が流失した橋梁の位置であ

る．それに隣接して架設桁を設け，さらにその隣に復旧する橋梁を設ける配置と仮定している．架設桁を用いて，

復旧する上・下部工の構築を並行して進めることができる配置としている．

３．ＫＰＹダブルユースガーダー工法での施工ステップ 

次に施工ステップを示す．Step1：仮橋を利用して架設桁用下部工を構築する．Step2：仮橋上に架設桁を組立てる．

Step3：架設桁用下部工上へ架設桁を横取りする．Step4：復旧する下部工の構築と並行して，架設桁上にトラス橋を

構築する（図-２参照）．Step5：復旧するトラス橋を下部工上へ横取りする．
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写真-1 流失した橋梁跡と仮橋の施工状況 

図-１ 流失した橋梁と復旧する橋梁の側面図，平面位置図 

CS3-22 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS3-22 -



Step6：復旧し

たトラス橋に

交通流を移す

（供用開始）．

Step7：架設桁

を引き戻す．

Step8：架設桁

用下部工を仮

橋から撤去す

る．こうして，

橋梁の復旧を

終える．なお，

仮 橋 の 撤 去

は，架設桁を

利用して行っ

てもよい．上・下部工の構築を並行して行えることが供用開始まで

の工期の短縮を可能としている．

４．ＫＰＹダブルユースガーダー工法の長所 

山間部の下路トラス橋の架設には，地形的な要因からケーブルク

レーン工法が用いられることが多く，本工法との工程の比較を行っ

た．図-３にその結果を示す．提案工法では，復旧する橋梁の下部

工構築と架設桁上でのトラス橋の組立作業を並行して行うことが

できる．また，ケーブルクレーン工法の様に施工の難易度も高くな

いので工期短縮につながる．本ケースの場合，工事着手から供用開

始までに９ヶ月程度の工期短縮が可能であると分かった．また，架

設桁上に復旧する上部工を多点支持で構築していくことにより，橋

梁形式の選択において制約の多いケーブルクレーン工法と比較して，選定の自由度の拡がりが期待できる．

５．おわりに 

ここでは，復旧

する下部工の構

築と並行で，トラ

ス橋の組立に架

設桁上を作業ヤ

ードとして使う

ことで急速施工

につながる事例

を示した．今後

は，本工法の適用

に向けて取り組

みたい．
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図-２ 復旧する上・下部工の構築

図-３ 工程表
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